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１．研究計画の概要 

基盤研究Ｓ(H15-19 年度)の成果から、場合

によっては個々の計測値自体から個体固有

の意味のある差を検出するよりも、個体内の

計測値間で構成される協関反応のパターン

にその特徴をみる方が適応性評価の観点か

ら優れていることが明らかになった。  

 本研究ではこの成果を踏まえ、現代の物理

的・文化的環境における行動履歴が生理的多

型性に及ぼす影響として、特に光、温度、重

力の要因に対する日常の行動履歴を抽出し、

それに関連する特徴的な生体反応として全

身的協関反応のパターンに注目して、現代の

生活環境における適応性を評価する。 

(1) 光要因に対する行動履歴として日中の光

曝露量に注目し、季節による日照量の差

や個人の光曝露量の差による光反応の違

いを夜間のメラトニン分泌と体温を含む

生体リズムから解析し、光に対する適応

性を評価する。 

(2) 現代社会で問題になっている生体リズム

の夜型化に対して、内因性（生理）要因

と外因性（環境）要因の関連性を検討し、

光に対する適応性を評価する。 

(3) 温熱要因に対する行動履歴として身体活

動度、食行動、栄養バランス、空調機利

用度など生活習慣に注目し、これと寒冷

と暑熱ストレス下の体温調節協関反応の

関係から温熱に対する適応性を評価する。 

(4) 重力要因に対する行動履歴として身体活

動度、暑熱曝露歴に注目し、血圧調節（直

立耐性）の協関反応から潜在機能の顕在

化を含む適応性を評価する。 

 

２．研究の進捗状況 

午前中の明暗光条件による光感受性を夏

季と冬季で検討した結果、冬季において感受

性の増大が認められ、朝の明条件で体温リズ

ム位相の前進増大が示された。朝の光のリズ

ムリセット効果をさらに向上させるために、

夜間の光によるリズム位相後退を最小にす

る LED 照明を検討した。その結果、さらに

短い短波長ピークをもつ LED3000K におい

て位相後退が小さいことを確認した（安河

内）。 

生体リズムの夜型化が問題になっている

今日、生体リズムに対する内因性（体内時計）

と外因性（環境）の影響を検討した。生体リ

ズム位相が後退している個体の特徴として

以下が明かとなった。１）起床後の光曝露量

により、体内時計を十分にリセットできない

可能性、及び２）体内時計の周期が長い可能

性があること、３）メラトニンの光感受性の

弱さから、生体リズムの光同調が十分でない

可能性があること。これらの結果は、生体リ

ズムの夜型化への内因性と外因性の両要因

の影響を示唆する（樋口）。 

行動履歴と体温調節協関反応の関係を検

討するために、暑熱と寒冷の各負荷実験を実

施した。暑熱負荷時の放熱効果は身体活動量

と有意な関係を示し、寒冷暴露時の放熱抑制

と産熱反応は基礎代謝量が関係し、それは日

常の生活習慣行動との関係を示した。行動履

歴のうち特に身体活動量が耐暑性および耐

寒性を向上させることが示唆され、それは運

動トレーニング前後の暑熱と寒冷の各曝露

実験の実施で裏付けられた（前田）。 
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立ちくらみの頻度に関するアンケート調査

を行った。夜型志向の生活習慣と立ちくらみ

の関連が示唆されたが、生理的メカニズムは

明らかにできていない。また暑熱環境下での

起立耐性を精査できる電子制御型下半身陰

圧装置を作成した。従来の陰圧負荷に加えて

正弦波様の陰圧負荷をかける制御方法を開

発し、起立性循環調節の周波数領域での応答

を評価することが可能となった（石橋）。 

 

３．現在までの達成度 

①当初の計画以上に進展している。 

理由：安河内、樋口、前田のそれぞれが分担

する研究課題はこの 3年間ですでに当初の目

的に適う資料を収集できている。石橋の研究

課題では新しい装置開発のため時間を要し

たが、これにより循環調節の周波数応答解析

が可能となって従来にない適応性評価が可

能となった。したがって当初の計画以上に進

展していると判断した。 

 

４．今後の研究の推進方策 

安河内は研究計画をさらに進め実験室か

ら実環境であるオフィスへ進展させてこれ

までの研究結果の検証を求め、樋口は生体リ

ズムの個人差を朝型と夜型に注目して内因

性と外因性の要因分析を進めることで適応

性評価のまとめに入る。また前田はこれまで

の研究に被験者数をさらに追加して詳細を

分析する。石橋は身体活動水準以外の生活習

慣も含めて起立性循環調節の機能的潜在性

の検討を進める。 

 

５. 代表的な研究成果 

（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に

は下線） 
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